
    

     

 

  

 

 

 
 

 

 

東日本大震災からまもなく３年が経とうとしていますが、震災当日、宮城県気仙沼市内で津波の濁流か

ら難を逃れ、その経験を次世代へ伝える活動をされる鵜浦真紗子さんを JCWN ゲストスピーカーにお招き

します。巨大地震や津波の教訓を、日本だけでなく南カリフォルニアの人々に伝える事が生き残った者

としての天命であり、両国で震災復興活動を継続されてます。九死に一生を得た壮絶な体験談、今後の

災害に対する備えなどについてお話しいただきます。ぜひお誘い合わせの上、ご参加ください。 
 

 
写真左／震災直後、オランダ救助隊と共に遺体捜索活動を指揮した鵜浦さん  写真中・右／LAPD本部で開催した東日本大震災追悼集会 

 
 

鵜浦真紗子（うのうらまさこ）さんプロフィール 
 

Love To Nippon Project / 3.11東日本大震災追悼集会 主宰 （任意団体） 

南加日米協会/ Board of Governors 
 

東京都生まれ。幼少は岩手県大船渡市・宮城県仙台育ち。国際基督教大学卒業。国際連合大学・国連大学

高等研究所に所属、エコタウンや産業廃棄物など環境分野の専門家。1970年の大阪万博に続き、2005年

の愛知県で開催された日本国際博覧会｢愛/地球博｣環境プロデューサーとしても活躍。結婚を機に 2006年

からロサンゼルス TTTA都市設計建築事務所を拠点に、アジア/アメリカ交響楽団理事（AASA）日米婦人

会（NBFK）JBA 企画広報部会/環境委員などを通して地域活動に携わる。東日本大震災後は被災地の復興

支援を中心に日米を頻繁に往復。今年は３月８日（土）に第３回 3.11東日本大震災追悼集会の陣頭指揮を

執り行うが、今後も３月１１日の東日本大震災直前の日曜日午後、リトル東京に隣接するロサンゼルス市

警察本部（LAPD/HQ）で 3.11東日本大震災追悼集会「Love to Nippon」を開催する計画で、同集会は

2022年まで継続する予定。 

 

 

2014 Japanese Career Women’s Network February Meeting 
 

日 時： 2014 年 2 月 18 日（火） 

場 所：      18206 S. Western Ave., Gardena, CA 90248 

         Phone: (310) 324-9184 

    ＊お車はモール内駐車場またはストリートパーキングでお願いします 

時 間：     6：15  開場,  6：45 夕食開始,  7：30～8:45 講演会/質疑応答など 

       ご質問は例会幹事 

       河原千賀    （818）489-5633 chika.k1000@gmail.com 

西川ノーマン裕子（310）951-8233  hirokonaumann@gmail.com まで 

      

JCWN 2014 年 2 月例会のお知らせ 

 3･11 サバイバーとしての天命を貫く女性 

大震災の教訓から得た次世代へのメッセージ 


